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司
会
者
・
開
会
あ
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つ

会
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挨
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黙
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定
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数
確
認
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会
員
参
加
人
数
確
認
・
総
会
の
成
立
確
認
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選
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事
録
署
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一
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議
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３
年
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・
事
業
報
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年
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事
業
会
計
収
支
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２
０
２
３
年
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監
査
報
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第
二
号
議
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２
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２
４
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・
事
業
計
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（
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２
０
２
４
年
度
・
事
業
会
計
予
算
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案
）

質
疑
応
答
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採
決
）

第
三
号
議
案

	

２
０
２
３
年
度
・
退
任
役
員

	

２
０
２
４
年
度
・
選
出
役
員

採
決

議
長
解
任

閉
会
あ
い
さ
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
２
類
か
ら
５
類

に
な
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
扱
い
と
な
り
ま
す
が
、

感
染
対
策
に
は
十
分
配
慮
し
な
が
ら
対
面
式
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
東
腎
協
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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１
．
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢

（
１
）�

２
０
２
２
年
末
慢
性
透
析

患
者
の
現
状

（
表
１
．
２
０
２
２
年
１２
月
末　

慢
性
透
析
療
法
の
現
状
…
日
本
透

析
医
学
会
資
料
）

（
２
０
２
２
年
末
慢
性
透
析
患
者

の
特
徴
）

①�

２
０
２
２
年
末
慢
性
透
析
患
者

３
４
７
，
４
７
４
人
（
２
，
２

２
６
人
減
）
東
京
都
３
３
，
４

６
２
人
（
１
２
２
人
減
）

②�
２
０
２
２
年
末
透
析
患
者
の
平

均
年
齢
６９
・
８７
歳
（
０
・
２０
歳

増
）
２
０
２
２
年
末
新
規
導
入

患
者
３
９
，
６
８
３
人
（
８
２

８
人
増
）
平
均
年
齢
７１
・
４２
歳

（
０
・
３３
歳
増
）

（
２
）�

透
析
患
者
の
医
療
費
を
め

ぐ
る
情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度

２
０
２
３
年
度
東
京
都
の
公
費

負
担
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
従

来
通
り
維
持
出
来
ま
し
た
。

東
京
都
の
「
マ
ル
障
」（
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
）
は
、

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案

６５
歳
以
上
の
新
規
透
析
導
入
患
者

は
助
成
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、「
マ
ル
都
」（
東
京
都
難
病
医

療
費
助
成
制
度
・
高
額
所
得
者
を

除
く
）
に
よ
り
多
く
の
患
者
は
、

自
己
負
担
が
な
く
人
工
透
析
が
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
保
険
制
度
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
２
０
２
２
年
１０

月
よ
り
一
定
所
得
以
上
は
１
割
負

担
か
ら
２
割
負
担
（
現
役
並
み
所

得
者
は
３
割
負
担
）
に
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
透
析
患
者
は
６５
歳
か

ら
利
用
し
、
負
担
割
合
が
増
え
る

こ
と
で
自
治
体
の
公
費
医
療
費
助

成
制
度
負
担
増
に
よ
る
制
度
の
後

退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
公
的

な
助
成
制
度
が
な
く
、
通
院
支
援

や
訪
問
介
護
（
家
事
援
助
等
）
の

利
用
者
負
担
、
介
護
老
人
保
健
施

設
や
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
の
利

用
者
負
担
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所
で

は
、
透
析
患
者
を
受
け
入
れ
る
施

設
が
限
ら
れ
、
透
析
患
者
が
高
齢

化
し
長
期
療
養
や
介
護
支
援
が
必

要
な
患
者
が
増
加
す
る
中
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
受
け
ら
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

２
．
東
腎
協
患
者
会
の
現
状

（
１
）
患
者
、
患
者
会
の
現
状

①
２
０
２
３
年
度
患
者
会
の
動
向

に
つ
い
て

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
に

移
行
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

等
の
扱
い
と
な
り
、
２
０
２
３
年

度
の
患
者
会
活
動
は
、
基
本
的
に

感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、

患
者
会
諸
行
事
、
ブ
ロ
ッ
ク
例
会
、

学
習
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
患
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
か
ら
患
者
会
活
動
の

休
止
、
解
散
な
ど
、
患
者
会
組
織

の
弱
体
化
は
一
層
深
刻
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０

２
３
年
度
期
末
会
員
数
は
１
４
２

４
人
（
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
３
９
５

人
）
と
ま
す
ま
す
会
員
減
少
が
進

み
ま
し
た
。

一
方
、
患
者
会
の
維
持
が
危
機

表 １　２０２２年１２月末　慢性透析療法の現状
� 日本透析医学会資料
透析施設数 ４，５２１施設 １３施設増

慢性透析者 ３４７，４７４人 ２ ，２２６人減

新規導入患者数 ３９，６８３人 ８２８人減

死亡患者数 ３８，４６４人 ２ ，３０８人増

導入平均年齢 ７１．４２歳 ０ ．５２歳増

患者平均年齢 ６９．８７歳 ０ ．２ 歳増

平均透析暦 ７．４３年 ０ ．５７歳増

最長透析者 ５２年 １ ヶ月
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状
態
に
陥
っ
た
際
に
、
透
析
施
設

の
事
務
長
さ
ん
、
施
設
長
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご

協
力
で
、
患
者
会
の
再
生
・
継
続

が
さ
れ
た
と
い
う
教
訓
的
な
事
例

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。（
Ｐ
１４
参
照
）

東
腎
協
と
し
て
は
、
役
員
不
在

や
施
設
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
組
織

の
維
持
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
、
組
織
と
し
て
の
患
者
会
の
名

前
は
残
し
て
個
人
会
員
へ
の
移
行

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
、
す

ぐ
に
事
務
局
や
周
囲
の
理
事
・
役

員
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
患
者
会
は
全
腎
協
、
東
腎
協
運

動
の
カ
ナ
メ

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も

安
心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
医

療
体
制
」
の
維
持
・
継
続
の
た
め

に
は
、
全
腎
協
、
東
腎
協
の
存
在

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
構
成
員

で
あ
る
患
者
会
・
会
員
の
存
在
は

会
財
政
を
支
え
る
意
味
で
も
重
要

で
す
。
高
齢
化
に
よ
る
役
員
不
足

な
ど
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
事
務
局
や
東
腎
協
役
員

に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

③
未
組
織
施
設
へ
の
取
り
組
み

東
京
の
透
析
施
設
（
約
３
０
０

施
設
）
で
す
が
、
患
者
会
は
６８
施

設
で
２５
％
組
織
率
で
す
。

当
面
、
１
０
０
施
設
に
入
会
パ

ン
フ
や
会
報「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」

が
常
備
さ
れ
る
よ
う
、
東
京
都
透

析
医
会
や
臨
床
工
学
技
師
会
、
透

析
施
設
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
要
請
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

３
．
２
０
２
３
年
度
の
事
業
報
告

（
１
）�

ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
そ

の
他
の
活
動
報
告

□
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
報
告�

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮
宏

○
７
月
９
日
（
日
）
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀
で
正
会
員
、
個
人
会
員
合

同
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
災
害
透
析
医
療
の
動
向
」
と

題
し
て
東
京
都
臨
床
工
学
技
師
会

長
岡
裕
美
先
生
の
講
演
、
２３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

○
９
月
１７
日
（
日
）
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀
で
「
透
析
患
者
が
よ
り
良

い
生
活
を
送
る
た
め
の
腎
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
人
生
の
最
終

段
階
に
向
け
た
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）に
つ
い
て
」日
本
赤
十
字
社
医

療
セ
ン
タ
ー
腎
臓
内
科
部
長
石
橋

吉
孝
先
生
、
寸
村
玲
奈
先
生
に
よ

る
講
演
。
参
加
者
は
３２
名
で
し
た
。

○
２
０
２
４
年
２
月
１１
日
（
日
）

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
で
「
Ａ

Ｃ
Ｐ
の
具
体
的
な
進
め
方
」
東
京

都
保
健
医
療
局
地
域
医
療
担
当
課

長
、
道
傳　

潔
氏
、
東
京
都
在
宅

療
養
推
進
会
議
会
長
新
田
圀
夫
さ

ん
に
よ
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
２３
名
で
し
た
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
報
告�

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

横
溝
久
美
子

○
４
月
９
日
（
日
）「
透
析
患
者

さ
ん
に
運
動
っ
て
必
要
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
」
と
題
し
て
腎
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
勉
強
会
、
２６

名
参
加
。

○
７
月
９
日（
日
）「
正
会
員
会
議
」、

○
２
０
２
４
年
２
月
４
日
（
日
）

に
は
「
家
で
も
で
き
る
温
罨
法
」

の
学
習
会
と
会
員
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
２０
名
参
加
。

組
織
活
動
は
１０
月
か
ら
「
会
員

拡
大
患
者
会
支
援
活
動
」
と
し
て
、

状
況
が
不
明
確
な
患
者
会
や
解
散

が
迫
ら
れ
て
い
る
患
者
会
に
連
絡

を
取
り
、
現
状
把
握
と
患
者
会
へ

の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
２４
日
（
日
）
健
生
会
（
ふ

れ
あ
い
相
互
病
院
、
す
な
が
わ
相

互
診
療
所
、
羽
村
相
互
診
療
所
）

の
合
同
学
習
会
に
板
橋
事
務
局
長

が
講
師
と
し
て
招
か
れ
「
東
腎
協

の
活
動
と
透
析
医
療
」
に
つ
い
て

講
演
、
患
者
会
の
強
化
と
施
設
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
支
援
に
つ
い
て
訴

え
ま
し
た
。
２
会
場
で
１
３
０
名

の
患
者
、
医
療
機
関
の
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

□
青
年
部
長�

小
林
正
和

○
８
月
２７
日
（
日
）
全
腎
協
青
年

研
修
会
（
リ
モ
ー
ト
）

○
３
月
１０
日
（
日
）
全
腎
協
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
部
長
会
議（
リ
モ
ー
ト
）
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□
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会�

�

委
員
長　

古
暮
宏

○
〈
東
京
歩
こ
う
会
〉
第
１０
回　

２
０
２
３
／
５
／
１４
日
（
日
）　

「
靖
国
神
社
か
ら
皇
居
東
御
苑
」

参
加
者
１８
名
。
第
１１
回
７
／
２

（
日
）「
吉
祥
寺
街
歩
き
と
井
の

頭
公
園
」
参
加
者　

１３
名
。
第
１２

回
１１
／
５
（
日
）「
柴
又
帝
釈
天

と
矢
切
の
渡
し
寅
さ
ん
記
念
館
」

参
加
者
１５
名
。
第
１３
回
２
０
２
４

／
３
／
１０
（
日
）「
日
本
橋
七
福

神
と
下
町
人
形
町
」
参
加
者
９
名
。

（
２
）
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
予
算
要
請
・
回
答

１０
月
１０
日
に
ｗ
ｅ
ｂ
で
１８
項
目

に
わ
た
る
要
望
項
目
に
つ
い
て
回

答
が
行
わ
れ
、
東
腎
協
か
ら
は
戸

倉
会
長
、
古
暮
副
会
長
、
板
橋
事

務
局
長
、
野
口
理
事
、
須
藤
理
事
、

三
好
理
事
、
松
山
事
務
局
員
が
参

加
、
回
答
後
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
詳
細
は
機
関
誌
「
と
う
じ
ん

き
ょ
う
Ｎｏ
２
４
３
」
号
参
照
。

②
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

○
８
月
２９
日
（
火
）
都
議
会
自
由

民
主
党
、
都
議
会
立
憲
民
主
党
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、
日
本
共

産
党
東
京
都
議
会

○
９
月
７
日
（
木
）
都
議
会
公
明

党
に
東
京
都
予
算
要
請
へ
の
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。

③
東
京
都
特
殊
疾
病
対
策
協
議
会

腎
不
全
対
策
部
会
（
委
員
：
戸
倉
）

東
京
都
に
お
け
る
腎
不
全
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た

め
の
部
会
で
、
今
年
度
は
２
月
５

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
透
析
患
者
の
診
療
体
制
の
確

保
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る

透
析
医
療
に
係
る
取
組
事
例
の
更

新
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ほ
っ
と
け
な
い
ぞ
！
Ｃ

Ｋ
Ｄ
」
の
サ
イ
ト
内
容
の
更
新
に

つ
い
て
の
報
告
と
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
患
者
の
立
場
で
発
言
を
し

ま
し
た
。

④
東
京
都
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
（
委
員
：
戸
倉
）

東
京
都
に
お
け
る
障
害
者
施
策

に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
の
策
定

及
び
推
進
に
当
た
り
、
障
害
者
等

と
協
議
す
る
た
め
の
協
議
会
で
、

本
年
度
は
２
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

東
京
都
障
害
者
・
障
害
児
施
策
推

進
計
画
（
令
和
６
年
度
～
令
和
８

年
度
）
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

透
析
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
精
神
障
害
者
に
継
続
的
か
つ

安
定
的
に
透
析
医
療
を
提
供
す
る

体
制
の
確
保
を
進
め
る
こ
と
、
精

神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
精
神

障
害
者
が
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
通

う
場
合
の
送
迎
や
付
き
添
い
の
経

費
の
助
成
が
予
算
化
さ
れ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
東
京
都
透
析
医
会（
委
員
：
戸
倉
）

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委

員
会
に
参
画
し
、
患
者
の
立
場
か

ら
災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保
す

る
た
め
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
開
催
さ
れ
た
２
回
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
会
議
で
は
、
透
析
医
療
機
関

の
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
災
害
情
報
伝
達
訓
練
、

都
道
府
県
行
政
も
参
加
し
て
い
る

災
害
時
の
透
析
医
療
確
保
の
た
め

の
広
域
関
東
圏
連
携
会
議
に
よ
る

机
上
訓
練
の
実
施
状
況
と
課
題
、

Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
現
状
の

課
題
に
つ
い
て
情
報
共
有
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

⑥
第
５３
次
国
会
請
願
運
動

第
５３
次
国
会
請
願
は
、
３
月
１４

日
（
木
）
参
議
院
議
員
会
館
会
議

室
で
、
４
年
ぶ
り
に
全
国
か
ら
約

１
５
０
名
（
役
員
を
含
む
）
の
代

表
団
が
参
加
し
、
国
会
議
員
・
秘

書
４０
名
か
ら
連
帯
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
「
国
民
を
腎
疾
患
か
ら
守

る
総
合
対
策
の
早
期
発
見
を
求
め

る
集
い
」
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
の
紹
介
議
員
は
石
田
昌
宏

参
議
院
議
員
（
自
民
・
厚
生
労
働

委
員
）、
竹
谷
と
し
子
参
議
院
議

員
（
公
明
）、
川
田
龍
平
参
議
院

議
員
（
立
憲
民
主
）、
宮
本
徹
衆

議
院
議
員
（
共
産
・
厚
生
労
働
委
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員
）
の
４
名
の
国
会
議
員
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
３
，

６
６
５
筆
（
昨
年
４
，７
８
８
筆
）、

募
金
４
７
４
，
１
８
０
円
（
昨
年

４
８
０
，
２
４
０
円
）
で
し
た
。

（
３
）�

社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

①
第
４１
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
主
催
・
東
腎
協
、

共
催
・
東
京
都
）

１０
月
１
日
（
日
）
第
４１
回
臓
器

移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

井
の
頭
恩
賜
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
共
催
の
東
京
都
福
祉
保
健

局
疾
病
対
策
課（
献
血
移
植
担
当
）、

協
力
の
東
京
医
科
大
八
王
子
医
療

セ
ン
タ
ー
、
東
腎
協
会
員
な
ど
総

勢
３４
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
入
り
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
３
０
０
０
個
全

腎
協
名
入
り
ゴ
ム
風
船
約
６
０
０

個
を
配
布
し
ま
し
た
。

②
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ

ン
パ
レ
ー
ド
（
主
催
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
推
進
協
会
）

１０
月
１５
日
（
日
）
一
般
都
民
へ

臓
器
提
供
お
よ
び
臓
器
移
植
医
療

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
日
比
谷
公
園

～
数
寄
屋
橋
～
八
重
洲
（
鍛
冶
橋

跡
）
ま
で
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
天
候
不
良
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

③
第
３５
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民

の
集
い
（
主
催
・
東
腎
協　

共
催

・
東
京
都
）

２
０
２
４
年
３
月
１７
日（
日
）

都
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
対
面
式
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
約
５
年
ぶ
り
に
、
１
８
０
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

主
催
の
東
腎
協
戸
倉
振
一
会
長
、

共
催
の
東
京
都
保
健
医
療
局
疾
病

対
策
課
渡
部
ゆ
う
課
長
の
挨
拶
の

ち
、
講
師
の
福
井
亮
先
生
、
赤
石

定
典
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
場

か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
、

講
師
の
先
生
方
が
丁
寧
に
回
答
し

好
評
で
し
た
。

（
４
）
主
な
委
員
会
活
動
報
告

①
災
害
対
策
委
員
会�

�

委
員
長　

戸
倉
振
一

新
理
事
が
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

委
員
の
共
通
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、「
東
京
都
・
東
腎
協
の
災
害

対
策
の
歩
み
」
と
「
現
在
の
東
京

都
・
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
連
携
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
改

正
版
か
ら
１５
年
が
経
過
し
て
い
る
、

「
緊
急
時
透
析
患
者
手
帳
」
に
つ

い
て
見
直
し
の
検
討
を
始
め
ま
し

た
。
現
状
把
握
と
し
て
は
東
京
都

区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
主
催
の
市
民
公
開
講
座
に
参

加
し
、
区
市
町
村
単
位
の
透
析
医

療
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
進
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

②
広
報
委
員
会�

�

委
員
長　

板
橋
俊
司

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」

Ｎｏ
２
４
１
号
か
ら
Ｎｏ
２
４
４
号
ま

で
４
号
発
行
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
）
他
団
体
と
の
活
動

①
全
国
腎
臓
病
協
議
会

２
０
２
３
年
度
よ
り
戸
倉
会
長

が
全
腎
協
常
務
理
事
、
板
橋
事
務

局
長
が
全
腎
協
事
務
局
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

②
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
第
９８
回
、

１
０
０
回
（
７
／
１６
、
２
／
３
）

を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
第
９９
回
（
９
／
３０
）

を
（
対
面
＋
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
で
行
い
、

各
県
の
活
動
・
組
織
状
況
、
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

③
東
京
難
病
団
体
連
合
会

○
定
例
理
事
会
開
催
２
１
１
回
～

２
２
１
回
○
５
月
２５
日
（
日
）「
第

２１
回
総
会
、
講
演
会
」
○
５
月
２３

～
２７
日
「
難
病
に
な
っ
て
も
展
」

○
８
月
２１
日
（
水
）「
令
和
６
年

度
予
算
要
望
」○
１２
月
１４
日（
土
）

「
小
池
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
報
告

①
は
ん
ぶ
ん
米

東
京
都
の
「
災
害
備
蓄
米
『
は

ん
ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、
希
望

す
る
患
者
会
に
配
布
し
ま
し
た
。
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は
じ
め
に

東
腎
協
は
全
腎
協
と
共
に
「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
安

心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
社

会
」
を
目
指
し
結
成
さ
れ
、
腎
臓

病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

の
た
め
の
活
動
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
日
の
少
子
高
齢
化
の

流
れ
に
よ
り
新
た
な
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

日
本
透
析
医
学
会
の
調
べ
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
増
加
し
て
き
た

透
析
患
者
総
数
は
２
０
２
２
年
末
、

つ
い
に
減
少
に
転
じ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
７０

歳
以
上
の
透
析
患
者
数
は
増
え
て

お
り
高
齢
化
は
続
い
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
な
透
析
患
者

の
入
院
ベ
ッ
ド
や
介
護
施
設
の
不

足
等
が
懸
念
さ
れ
、
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
医
療
等
の
重
要
で

大
き
な
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
徹

底
し
た
歳
出
改
革
を
行
う
た
め
の

社
会
保
障
改
革
と
し
て
、
そ
の
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
そ
の
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
２
０
２

５
年
ま
で
に
７５
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
の
割
合
が
急
激
に
高
ま
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
２
０
２
４
年
度
に

実
施
す
る
取
組
み
に
は
、
介
護
保

険
制
度
の
利
用
者
負
担
（
２
割
）

の
範
囲
等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
２

０
２
８
年
度
ま
で
に
実
施
を
検
討

す
る
事
項
に
は
、
高
額
療
養
費
自

己
負
担
限
度
額
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

透
析
が
受
け
ら
れ
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
と
な
る

よ
う
に
、
気
概
を
持
っ
て
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け

ら
れ
る
医
療
体
制
」
の
継
続
、

全
腎
協
・
東
腎
協
の
組
織
強
化

を
目
指
し
て

（
１
）�

国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し

て
全
腎
協
の
重
要
性

①�

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
透

析
医
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
体

制
の
継
続
。

②�

医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
透
析

医
療
の
患
者
負
担
限
度
額
維
持

（
特
定
疾
病
療
養
受
療
制
度
）。

③�

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く

腎
機
能
障
害
者
認
定
の
継
続
。

（
２
）�

東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と

し
て
東
腎
協
の
重
要
性

①�

東
京
都
医
療
費
助
成
・
人
工
透

析
（
マ
ル
都
）
の
継
続

②�

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
障
）・
福
祉
手
当
等
の

継
続
。

（
３
）�
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰

・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
資
す
る

活
動
。

①�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
啓
発
（
都
民
の

い
）・
臓
器
移
植
対
策
（
臓
器

移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）・
医
療

機
関
と
の
協
力
。

②�

厚
生
労
働
省
が
と
り
ま
と
め
た

「
腎
疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書

（
Ｈ
３０
・
７
）
～
腎
疾
患
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
て

～
」
の
達
成
す
べ
き
目
標
の
東

京
都
で
の
推
進
。

③�

「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
東
京
都

福
祉
保
健
局
２
０
２
０
年
改

訂
）
の
各
地
域
で
の
具
体
化
。

④�

透
析
患
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、

「
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
必
要
な
患
者
が
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ら
れ
る

た
め
の
取
り
組
み
。

（
４
）�

人
生
の
最
終
段
階
に
透
析

患
者
が
望
む
医
療
と
ケ
ア

の
推
進

①�

人
生
の
最
終
段
階
に
透
析
患
者

が
望
む
医
療
と
ケ
ア
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
医
療
体
制
構
築
の

た
め
の
要
望
活
動
へ
の
取
組
み
。

②�

人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
と
ケ

ア
に
つ
い
て
，
患
者
に
と
っ
て

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画（
案
）

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画（
案
）

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案
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最
良
の
選
択
を
行
う
た
め
に
繰

り
返
し
話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
共
同
意
思
決
定（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）

と
本
人
が
家
族
等
や
医
療
・
ケ

ア
チ
ー
ム
と
事
前
に
繰
り
返
し

話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
学
習
会

の
開
催
。

２
．
患
者
会
の
存
続
・
強
化
を

目
指
し
て

（
１
）�

患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い

く
た
め
、
必
要
な
対
策
を

推
進
し
ま
す
。

①�

病
院
患
者
会
活
動
へ
の
支
援

（
機
関
誌
の
配
布
・
会
費
集
金

な
ど
の
代
行
）。

②�

個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団

体
の
協
賛
金
、
寄
付
金
等
に
よ

る
安
定
収
入
確
保
へ
の
取
組
み
。

③�

透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、

年
代
別
の
交
流
と
親
睦
を
深
め

る
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
。

④�

移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期

の
患
者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ

る
取
組
み
。

（
２
）�

未
組
織
施
設
へ
の
取
り
組
み

東
京
都
の
透
析
施
設
（
約
４
０

０
施
設
）
の
多
く
の
施
設
に
、
東

腎
協
機
関
誌
、
入
会
パ
ン
フ
等
が

常
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

く
の
患
者
さ
ん
に
東
腎
協
、
全
腎

協
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
的
な

会
員
増
強
へ
の
取
組
み
。

３
．
２
０
２
４
年
度
の
事
業
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①
「
第
４２
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」

１０
月
６
日
（
日
）
に
井
の
頭
恩

賜
公
園
で
東
京
都
と
共
催
で
開
催

し
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド

今
年
度
も
「
臓
器
移
植
推
進
連

絡
協
議
会
（
臓
移
連
）」
と
協
力
し
、

１０
月
に
「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー

ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
」
の
開
催
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
５
年
度

予
算
要
請
」

８
月
に
東
京
都
へ
「
２
０
２
５

年
度
予
算
要
請
」
を
行
い
ま
す
。

行
政
・
政
策
委
員
会
を
中
心
に
要

請
内
容
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

④
第
５４
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
５３
年
間
継
続
し

て
い
る
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」

は
、
今
後
も
継
続
し
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
活
動
で
す
。
署
名
活
動

の
取
組
み
期
間
は
２
０
２
４
年
１０

月
か
ら
２
０
２
５
年
１
月
ま
で
と

し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
第
３６
回
都

民
の
集
い
」
の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

た
め
、
２
０
２
５
年
３
月
に
「
第

３６
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
」
を
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し

ま
す
。

（
２
）
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

①
透
析
医
療
関
係
団
体
と
の
連
携

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委

員
会
、
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾
患
治

療
医
会
、
東
京
都
臨
床
工
学
技
士

会
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

②
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
」（
東

京
都
福
祉
保
健
局
）

○�

改
定
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
機
関
誌
、
学
習
会
等
で
広
報

活
動
へ
の
取
り
組
み
。

○�

「
東
腎
協
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」、
災
害
手
帳
の
改
訂
お
よ

び
必
要
な
対
策
へ
の
取
り
組
み
。

○�

医
療
者
サ
イ
ド
の
区
市
町
村
ご

と
の
災
害
対
策
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
情
報
収
集
へ
の
取
組
み
。

③
東
腎
協
の
災
害
対
策

「
緊
急
時
透
析
患
者
手
帳
」
に

つ
い
て
は
「
災
害
手
帳
」
と
し
て

一
新
す
る
こ
と
し
、
常
に
携
帯
で

き
、
災
害
へ
の
備
え
が
で
き
る
手

帳
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
東
京

都
や
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み
の
情
報
収
集
を
行
い
東

腎
協
が
進
め
る
災
害
対
策
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。
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（
３
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
を
年
４
回
発
行
し
ま
す

会
報
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を

１
，
５
，
７
，
１０
月
の
４
回
発
行
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ

の
情
報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載

し
ま
す
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

に
東
腎
協
が
主
催
す
る
事
業
の
広

報
活
動
と
医
療
施
設
や
関
係
団
体

へ
の
情
報
提
供
の
強
化
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ

き
協
力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の

増
加
に
取
り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１
．�

第
１９
回
総
会
は
６
月
２
日�

（
日
）
東
京
都
障
害
者
福
祉

会
館
で
開
催
し
ま
す
。

２
．�

理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎

月
開
催
し
ま
す
（
８
、
１２
月

は
必
要
に
応
じ
て
開
催
）。

３
．�

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
正
会
員

会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
の
移
転

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
事
務

局
を
移
転
し
事
務
局
経
費
を
削
減

し
、
健
全
財
政
に
向
け
て
努
力
し

ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

（
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
）

○�
７
月
７
日
（
日
）
正
会
員
会
議

勉
強
会
「
透
析
医
療
費
を
軽
減

す
る
制
度
に
つ
い
て
」
と
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

○�

１１
月
３
日
（
日
）
個
人
会
員
会

議
勉
強
会
「
透
析
医
療
費
を
軽

減
す
る
制
度
に
つ
い
て
」
と
交

流
会
を
行
い
ま
す
。

○�

２５
年
３
月
親
睦
食
事
会
減
塩
料

理
会
食
会
を
正
会
員
、
個
人
会

員
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

（
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
）

○�

２
０
２
４
年
度
は
昨
年
度
同
様
、

会
員
に
役
立
て
る
活
動
と
患
者

会
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

○�

５
月
の
「
多
摩
地
域
の
災
害
対

策
」
の
学
習
会
を
皮
切
り
に
、

「
正
会
員
会
議
」、「
交
流
会
」

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

随
時
患
者
会
と
の
連
携
を
深
め

る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

④
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会

今
年
度
は
、
会
員
皆
さ
ま
の
生

活
の
質
の
向
上
に
お
役
に
立
つ
べ

く
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
フ
レ
イ
ル

対
策
と
し
て
「
機
関
誌
と
う
じ
ん

き
ょ
う
」
に
運
動
療
法
、
食
事
療

法
に
関
す
る
専
門
家
の
先
生
の
特

集
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
歩
こ
う
会
に
代
わ
り
、
春
、

秋
に
散
策
、
交
流
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
。
春
は
６
月
９
日
（
日
）

緑
豊
か
な
新
宿
御
苑
で
開
催
し
ま

す
。
秋
は
多
摩
方
面
で
計
画
し
て

い
ま
す
。
昼
食
を
挟
み
和
や
か
な

集
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

⑤
青
年
部
活
動

全
国
各
県
の
青
年
部
と
情
報
を

共
有
し
、
青
年
層
の
把
握
な
ど
基

本
的
な
活
動
か
ら
見
直
し
て
い
き

ま
す
。

（
５
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

○�

（
一
社
）
全
国
腎
臓
病
協
議
会

と
の
連
携

○�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
難
病
団
体
連
合
会

と
の
連
携

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①
は
ん
ぶ
ん
米

東
京
都
の
「
災
害
備
蓄
米
『
は

ん
ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、
２
０

２
４
度
も
寄
贈
さ
れ
る
予
定
。

第
三
号
議
案

（
２
０
２
３
年
度
退
任
理
事
）

○
丸
山　

春
良
（
個
人
会
員
）

○�

長
澤　

浩　

（
あ
か
ま
つ
透
析

ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）

○�

井
上　

隆
臣
（
新
江
東
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
）

○�

酒
井　

豊　

（
菊
川
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
）

（
２
０
２
３
年
度
退
任
監
事
）

○
梅
原　

秀
孝
（
府
中
け
や
き
会
）

（
２
０
２
４
年
度
新
任
監
事
）

○�

酒
井　

豊　

（
菊
川
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
）
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一
般
会
計
�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
目

金
　
　
　
　
　
額

【
資
産
の
部
】

流
動
資
産

現
金
預
金

16,053,786

未
収
金

100,000

流
動
資
産
合
計

16,153,786

固
定
資
産

什
器
備
品

3

保
証
金

585,000

固
定
資
産
合
計

585,003

資
産
合
計

16,738,789

【
負
債
の
部
】

流
動
負
債

未
払
金

0

前
受
金

107,600

預
り
金

6
,590

流
動
負
債
合
計

114,190

負
債
合
計

114,190

【
正
味
財
産
の
部
】

正
味
財
産

16,624,599

（
う
ち
当
期
正
味
財
産
増
加
額
）

△
 2
,694,635

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

16,738,789

一
般
会
計
�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
目

金
　
　
　
　
　
額

【
資
産
の
部
】

流
動
資
産

現
金
手
許
有
高

16,401
郵
便
振
替
（
南
大
塚
郵
便
局
）

5
,097,889

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
南
大
塚
郵
便
局
）

0
普
通
預
金
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
Ｎｏ
１

2
,090,501

普
通
預
金
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
Ｎｏ
２

348,995
定
期
預
金
　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

7
,500,000

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
（
定
期
預
金
）

1
,000,000

未
収
金

100,000
流
動
資
産
合
計

16,153,786
固
定
資
産

什
器
備
品

3
保
証
金

585,000
固
定
資
産
合
計

585,003
資
産
合
計

16,738,789
【
負
債
の
部
】

流
動
負
債

未
払
金

0
前
受
金

107,600
預
り
金

6
,590

流
動
負
債
合
計

114,190
負
債
合
計

114,190
正
味
財
産
額

16,624,599
（
う
ち
当
期
正
味
財
産
増
減
額
）

△
 2
,694,635

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

16,738,789

貸
借
対
照
表

財
産
目
録

２０２4年
　
３
月
３１日
現
在

２０２4年
３
月
３１日

現
在
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　２０２３年度　特定非営利活動に係る事業会計　収支報告書� （自２０２3年 ４ 月 １ 日～至２０２4年 ３ 月３１日）
２０２3年度決算 ２０２3年度予算 予算比

⑴会費収入 7,566,000 7,800,000 97.0%
　　会費収入 6,841,000 7,000,000 97.7%
　　賛助会費収入 725,000 800,000 90.6%
⑵事業収入 470,451 284,600 165.3%
　　提携手数料収入 3,251 1,000 325.1% 丸大食品ギフト販売
　　都民の集い事業収入 100,000 100,000 100.0%
　　「ぜんじんきょう」発送費助成 367,200 183,600 200.0%
⑶寄付金収入 930,684 560,000 166.2%
　　寄付金収入 454,504 60,000 757.5% 扶桑薬品
　　募金収入 476,180 500,000 95.2% 国会請願募金
⑷その他の収入 1,504,897 1,203,000 125.1%
　　受取利息収入 147 0 0.0% 預金利息
　　資料印刷代収入 1,455 3,000 48.5% 患者会等資料印刷代等
　　物品販売収入 0 0 ー
　　関東ブロック東京収入 238,700 100,000 238.7% 関ブロ事務費（２２年、２３年度分）日当
　　全腎協特区 0 100,000 0.0%
　　雑収入 44,265 0 ー
　　機関誌広告収入 1,220,330 1,000,000 122.0% 機関誌広告折込、ＨＰバナー、名刺広告他
収入合計 10,472,032 9,847,600 106.3%
⑴腎臓病に関する知識の普及と予防等
を促進する事業 3,404,653 2,965,000 114.8%

　　腎移植キャンペーン事業 269,288 200,000 134.6% 運営諸費用
　　都民の集い事業 125,390 150,000 83.6% 運営諸費用
　　機関誌発行事業 2,267,322 2,170,000 104.5% 機関誌制作・印刷・発送費用
　　ホームページ管理事業 347,585 60,000 579.3%
　　知識の普及事業 395,068 385,000 102.6% ブロック活動、各委員会諸活動
⑵腎臓病患者の自立を支援するための
相談事業 0 0 ー

　　自立支援事業 0 0 0.0%
⑶腎臓病患者の医療体制の充実と福祉
の向上を図る事業 21,254 50,000 42.5%

　　都庁予算要請事業 21,254 50,000 42.5% 予算要請行動他
⑷関連他団体との協同事業 2,445,763 2,441,000 100.2%
　　国会請願事業 73,863 75,000 98.5% 全腎協へ１５％上納他

　　全腎協他に協力する事業 2,371,900 2,366,000 100.2% 全腎協分担金（機関誌買取分￥１０９８００を含む）、東難連活動費（\３００００）等
⑸福祉移送相談推進事業 0 0 0.0%
　　福祉移送事業 0 0 0.0%
⑹腎臓病患者の食事療法に資する事業 0 0 0.0%
　　低蛋白米の広報事業 0 0 0.0%
　　小学校食育指導事業 0 0 0.0%
⑺腎臓病患者の災害対策事業 0 10,000 0.0%
　　災害対策訓練事業 0 10,000 0.0%
事業費合計 5,871,670 5,466,000 107.4%
給料手当 360,000 1,200,000 30.0% 固定給
雑給 2,211,880 1,374,120 161.0% 変動給
法定福利費 45,902 15,000 306.0%
通勤交通費 352,961 510,000 69.2% ３ 名分
保険料 0 0 0.0% 火災保険
事務局家賃 1,980,000 1,980,000 100.0% 家賃
リース料 778,800 800,000 97.4% リース料金
水道光熱費 125,202 135,000 92.7% 水道・電気代
通信運搬費 609,132 600,000 101.5% 会員・患者会宛通信費、
支払手数料 59,871 78,000 76.8% 振込手数料等
会議費 64,360 50,000 128.7% 理事会交通費
事務局管理費 287,209 272,580 0.0% パソコン保守料
事務局運営費 109,068 70,000 155.8% マットモップ、ウォーターサーバー
事務用消耗品費 267,571 250,000 107.0%
慶弔交際費 11,000 50,000 22.0% 梅原監事
消耗品費（透析バンザイ） 0 0 ー
雑費 32,041 0 0.0%
管理費合計 7,294,997 7,384,700 98.8%

支出合計 13,166,667 12,850,700 102.5%
収支差額 △ 2,694,635 △ 3,003,100 89.7%
次期繰越収支差額 16,624,599 16,316,134 101.9% ２０２３年度期首繰越金１９，３１９，２３４円



10No.245／2024年 5 月

　２０２4年度　特定非営利活動に係る事業会計　予算案
勘定科目 金　額 内　　訳

収
　
入

会費収入 6,318,000 会員数1,170名
賛助金収入 800,000
提携手数料収入 2,000 丸大食品ギフト販売
募金収入 430,000 国会請願募金等
寄付金収入 60,000 扶桑薬品工業（5,000円 / 月）
資料印刷代収入 1,500 コピー使用料
広告料収入 880,000 機関誌広告料、HPバナー広告等
都民の集い協賛収入 100,000 全腎協補助金
全腎協会報発送費収入 183,600 全腎協補助金 
全腎協特区チャレンジ 100,000 全腎協補助金
関東ブロック事務局費 100,000 全腎協関東ブロック補助金
受取利息 0
雑収入 0
収入合計 8,975,100

事
　
業
　
費

腎移植キャンペーン 200,000 井の頭公園
都民の集い 120,000
機関誌発行事業 1,882,000 機関誌「とうじんきょう」発行
ホームページ 60,000 更新料等
組織活動費 265,000 ブロック活動、青年部、総会等
ＱＯＬ向上事業 30,000 東京歩こう会、機関誌掲載料
全腎協大会参加費 30,000
関東ブロック 0
国会請願募金 64,500 全腎協へ募金の15%、
低蛋白米広報 0
災害対策事業 100,000 委員会、災害手帳作成
他団体との提携 26,000 東難連会費、障定協等
全腎協協力金 2,106,000 1,170名　@150円 / 月
　　事業費合計 4,883,500

管
　
理
　
費

給料手当 1,080,000 事務局人件費 ( 固定給）
雑給 1,469,160 事務局人件費 ( 変動給）
通勤交通費 261,600 通勤定期代
法定福利費 15,000 労働保険料
損害保険料 0 火災保険
事務局家賃 1,338,975 165,000円 / 月、7月以降85,250円 / 月 ( 税込93,775円）
リース料 780,000 印刷機器リース料
事務局管理費 295,000 αメール、サーバー、インターネットセキュリティー
水道光熱費 133,000 水道・電気使用料
通信運搬費 500,000 配送料等
支払手数料 60,000 送金手数料等
会議費 60,000 理事会交通費等
事務局運営費 72,000
事務用消耗品費 270,000
慶弔交際費 30,000
租税公課 0
雑費 700,000
　　管理費合計 7,064,735
支出合計 11,948,235
収支差額 △ 2,973,135
次期繰越収支差額 13,650,864 2024年度期首繰越額16,624,599円
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第
５３
次
国
会
請
願
の
集
い

�

３
月
１４
日
（
木
）�

�

参
議
院
議
員
会
館
会
議
室

３
月
１４
日
（
木
）
第
５３
次
国
会

請
願
「
国
民
を
腎
疾
患
か
ら
守
る

総
合
対
策
の
早
期
確
立
を
求
め
る

集
い
」
が
参
議
院
議
員
会
館
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

５
年
ぶ
り
に
全
国
か
ら
１
４
９
名

の
会
員
が
結
集
し
、
国
会
議
員
２２

名
、
同
秘
書
18
名
が
連
帯
の
挨
拶

を
行
っ
た
。

東
腎
協
か
ら
は
、
古
暮
、
横
溝
、

岡
田
、
野
口
理
事
が
、
全
腎
協
と

し
て
戸
倉
、
板
橋
理
事
が
参
加
し

た
。
参
議
院
本
会
議
が
行
わ
れ
て

い
た
た
め
、
東
腎
協
の
依
頼
し
た

紹
介
議
員
、
石
田
昌
宏
（
自
民
）、

川
田
龍
平
（
立
憲
民
主
）、
竹
谷

と
し
子（
公
明
）、宮
本
徹（
共
産
）

各
議
員
事
務
所
を
訪
問
し
た
が
、

議
員
と
の
面
会
は
出
来
な
か
っ
た
。

石
田
議
員
秘
書
の
五
反
分
氏
が

３０
分
の
懇
談
時
間
を
設
け
て
頂
け

た
。

第
３５
回
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い�

３
月
１７
日
（
日
）

都
民
ホ
ー
ル
（
都
庁
内
）

３
月
１７
日
（
日
）「
第
３５
回
腎

臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
が

東
腎
協
主
催
、
東
京
都
共
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
も
対
面
式

で
開
催
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
っ
て
、
参
加
者
は
約
４０
名
程

度
で
し
た
が
、
今
回
は
５
類
に
移

行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
患
者
、

患
者
家
族
や
医
療
関
係
者
な
ど
近

年
で
は
最
高
の
総
計
１
７
７
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
広
報
東
京
都
」
で
全

新
聞
折
込
を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
，
新

聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
告
知
を
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢

性
腎
臓
病
）
で
悩
ん
で
い
る
患
者

さ
ん
や
家
族
の
関
心
が
高
か
っ
た

こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

講
演
は
、「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
を
良
く
知
ろ
う
～
腎
臓
を

守
る
た
め
に
～
」
を
東
京
慈
恵
会

医
科
大
学
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
講

師
の
福
井
亮
先
生
に
、「
今
日
か

ら
実
践
！
腎
臓
を
守
る
食
事
療
法

の
コ
ツ
」
を
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
附
属
病
院
栄
養
部
管
理
栄
養
士

の
赤
石
定
典
先
生
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

講
演
の
後
、
会
場
か
ら
の
質
問

カ
ー
ド
に
戸
倉
会
長
の
進
行
で
、

福
井
、
赤
石
両
先
生
が
丁
寧
に
お

答
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
大

変
好
評
で
し
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
ほ
ぼ
高

い
評
価
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
来
年

度
も
よ
り
充
実
し
た
企
画
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２３
区
ブ
ロ
ッ
ク

学
習
・
交
流
会

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
進
め
方
」

�

２
月
１１
日
（
日
）

�

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

参
加
者
１７
名
（
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

の
理
事
３
名
、
日
本
住
建
の
冨
塚

さ
ん
を
含
む
）
理
事
９
名
の
計
２６

名
で
し
た
。
第
１
部
は
学
習
会
と

し
て
テ
ー
マ
は
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

の
進
め
方
で
し
た
。
講
師
は
東
京

都
保
健
医
療
局
医
療
政
策
課
地
域

医
療
担
当
課
長
の
道
傅
潔
様
と
医

療
法
人
社
団
つ
く
し
会
理
事
長
、

東
京
都
在
宅
医
養
推
進
会
議
会
長
、

Ａ
Ｃ
Ｐ
推
進
部
会
部
会
長
の
新
田

國
夫
先
生
で
し
た
。
そ
し
て
第
２

部
は
会
員
交
流
会
と
し
て
、
患
者

会
運
営
や
個
人
的
に
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。第

１
部
の
道
傅
潔
課
長
の
お
話

は
、
普
及
啓
発
小
冊
子
「
わ
た
し

の
思
い
手
帳
」（
本
編
）
と
（
書

き
込
み
編
）
の
お
お
よ
そ
の
解
説

5 年ぶりに開催された全国の集い

ほぼ満席の都民のつどい
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２３
区
ブ
ロ
ッ
ク

学
習
・
交
流
会

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
進
め
方
」

�
２
月
１１
日
（
日
）

�

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

参
加
者
１７
名
（
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

の
理
事
３
名
、
日
本
住
建
の
冨
塚

さ
ん
を
含
む
）
理
事
９
名
の
計
２６

名
で
し
た
。
第
１
部
は
学
習
会
と

し
て
テ
ー
マ
は
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

の
進
め
方
で
し
た
。
講
師
は
東
京

都
保
健
医
療
局
医
療
政
策
課
地
域

医
療
担
当
課
長
の
道
傅
潔
様
と
医

療
法
人
社
団
つ
く
し
会
理
事
長
、

東
京
都
在
宅
医
養
推
進
会
議
会
長
、

Ａ
Ｃ
Ｐ
推
進
部
会
部
会
長
の
新
田

國
夫
先
生
で
し
た
。
そ
し
て
第
２

部
は
会
員
交
流
会
と
し
て
、
患
者

会
運
営
や
個
人
的
に
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。第

１
部
の
道
傅
潔
課
長
の
お
話

は
、
普
及
啓
発
小
冊
子
「
わ
た
し

の
思
い
手
帳
」（
本
編
）
と
（
書

き
込
み
編
）
の
お
お
よ
そ
の
解
説

で
し
た
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
厚
生
労
働
省
が

「
人
生
会
議
」
と
い
う
愛
称
に
し

て
、
自
分
が
ど
う
生
き
た
い
か
予

め
考
え
る
。
家
族
や
大
切
な
人
、

介
護
ケ
ア
チ
ー
ム
、
医
療
関
係
者

と
繰
り
返
し
話
し
合
い
そ
れ
を
記

録
し
て
共
有
す
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
新
田
先
生
の
お
話

は
、「
人
生
会
議
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け

る
意
思
決
定
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
病
気
や
医
療
を
例
え
な

が
ら
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
救
命

治
療
と
延
命
治
療
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

�

新
春
学
習
交
流
会

�

２
月
４
日
（
日
）

『
身
体
を
温
め
る
こ
と
の

大
切
さ
！
』
～
家
庭
で
簡
単

に
で
き
る
温
罨
法
（
ホ
ッ
ト

パ
ッ
ク
）
体
験
～

２
月
４
日
（
日
）
国
立
駅
前
く

に
た
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
市
民
プ
ラ

ザ
会
議
室
で
、
賛
助
会
員
の
東
京

在
宅
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
の
ご
協
力
で

「
温
罨
法
（
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
）
の

紹
介
と
体
験
」
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１５
名
（
会
員

７
名
、
家
族
２
名
、
役
員
６
名
）

第
１
部
は
尾
崎
所
長
の
挨
拶
の

後
、
東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス
主
任
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
小
久
保
智
弘
先

生
か
ら
温
罨
法
の
解
説
と
体
験
学

習
。

〇
「
か
ゆ
み
・
体
温
調
節
」
に
対

策
を
！
湿
度
は
５０
～
６０
％　

お
風

呂
は
３９
～
４０
℃
、
１０
分
間
つ
か
る

〇
温
罨
法
と
冷
罨
法
の
違
い

・�

温
罨
法
・
・
・
慢
性
疼
痛
抑
制

（
血
行
促
進
・
便
秘
改
善
・
筋

緊
張
緩
和
等
）

・�

冷
罨
法
・
・
・
急
性
炎
症
抑
制

（
発
熱
時
の
体
温
下
降
・
掻
痒

感
の
減
少
等
）

〇
温
罨
法
の
効
果
（
温
め
る
部
位

に
よ
っ
て
効
果
が
異
な
る
）
例
え

ば
、
首
→
肩
こ
り
・
手
足
の
血
行

促
進
等

〇
体
験
・
・
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
を
各

々
あ
て
て
み
る
。

第
２
部　

お
茶
と
お
菓
子
を
配
布

23区ブロック学習会

多摩ブロック学習会・ホットパック体験
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○
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
と
合
唱

和
泉
喜
兀
氏
（
長
久
保
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
会
・
歳
、
透
析
歴
４
年
）

♪
「
ど
こ
か
で
春
が
」「
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
東
京
ラ

プ
ソ
デ
ィ
ー
」「
早
春
賦
」

○
自
己
紹
介
と
懇
談

初
参
加
の
会
員
さ
ん
は
、
情
報

を
得
た
。
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た

い
。
理
解
を
深
め
た
い
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

患
者
会
解
散
の
危
機
乗
り

越
え
、
４
年
ぶ
り
新
年
会

盛
大
に

�

１
月
１４
日
（
日
）

立
川
す
な
が
わ
相
互
診
療
所

�

患
者
会
い
ず
み

２
０
２
４
年
１
月
１４
日
に
立
川

す
な
が
わ
相
互
診
療
所
の
患
者
会

い
ず
み
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
見
合

わ
せ
て
い
た
新
年
会
を
４
年
ぶ
り

に
行
い
ま
し
た
。
前
日
に
雪
が
降

っ
た
の
で
当
日
の
天
気
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

準
備
の
ほ
う
も
診
療
所
の
職
員

さ
ん
方
が
率
先
し
て
垂
れ
幕
や
テ

ー
ブ
ル
の
配
置
、
カ
ラ
オ
ケ
の
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
や
飲
み
物
の
買
い
出

し
な
ど
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
り
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
診
療
所
職
員
さ
ん
１７

名
、
患
者
さ
ん
と
患
者
さ
ん
の
ご

家
族
を
含
む
１７
名
に
東
腎
協
か
ら

板
橋
事
務
局
長
と
横
溝
理
事
が
お

越
し
下
さ
り
多
く
の
方
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
を
院
長
先
生
に
し

て
い
た
だ
き
、
板
橋
事
務
局
長
と

横
溝
理
事
も
挨
拶
の
言
葉
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
板
橋
事
務

局
長
に
は
、
昼
食
の
お
弁
当
業
者

さ
ん
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
病
院
食

を
調
理
す
る
仕
事
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
患
者
さ
ん
も
お
弁
当
を
美

味
し
い
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

食
事
が
美
味
し
い
お
か
げ
か
、

昼
食
中
に
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
食
後
の
カ
ラ

オ
ケ
も
盛
り
上
が
り
、
特
に
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
の
数
字
を
発
表
し
た

直
後
は
全
員
が
数
字
と
カ
ー
ド
を

に
ら
め
っ
こ
し
、
一
瞬
シ
ー
ン
と

静
か
に
な
る
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
複
数
の
方
に
リ
ー
チ

が
続
出
し
て
も
中
々
当
た
り
が
出

ず
、
全
員
が
ビ
ン
ゴ
の
玉
に
一
喜

一
憂
し
て
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。ち
な
み
に
、自
分

と
看
護
師
さ
ん
一
人
が
同
時
に
リ

ー
チ
一
番
手
に
な
り
、
主
催
者
側

と
し
て
は
当
た
っ
た
ら
マ
ズ
イ
で

す
ね
、
と
お
互
い
に
笑
い
つ
つ
も

少
し
期
待
し
て
ま
し
た
が
、
リ
ー

チ
の
ま
ま
終
わ
り
ま
し
た
。
残
念
。

ビ
ン
ゴ
を
楽
し
ん
だ
後
の
カ
ラ

オ
ケ
も
皆
さ
ん
で
一
曲
一
曲
に
手

拍
子
や
拍
手
を
し
て
、
知
っ
て
い

る
歌
に
は
口
ず
さ
ん
で
一
緒
に
歌

う
人
も
い
た
ほ
ど
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
普
段
、
曜
日
や
時
間
が
違

う
患
者
さ
ん
同
士
で
楽
し
く
お
し

ゃ
べ
り
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
笑

い
声
や
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

新
年
会
を
企
画
し
た
と
き
は
、

人
数
が
集
ま
る
か
役
員
一
同
不
安

で
し
た
が
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
患
者
さ
ん
、
尽
力
し
て
準
備
し

て
く
だ
さ
っ
た
職
員
さ
ん
に
改
め

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�（
清
水
）

塩分調整された弁当

診療所内の待ち合い室で
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２
０
２
４
健
生
会
透
析
合
同

�
学
習
会
に
参
加
し
て

�

ふ
れ
あ
い
相
互
病
院
希
望
会

�
会
長　

野
村
俊
夫

３
月
２４
日
（
日
）
の
健
生
会
合

同
学
習
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
明
け
の
行
事
と
し
て
、

今
回
数
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
、
参
加
で
き
た
こ
と
は

大
変
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

第
１
講
の
東
腎
協
板
橋
事
務
局

長
の
講
演
で
は
、
日
本
の
透
析
開

始
の
歴
史
、
全
腎
協
、
東
腎
協
の

設
立
か
ら
、
現
在
の
医
療
保
障
制

度
が
で
き
る
ま
で
の
壮
絶
な
運
動

と
、
他
方
、
社
会
保
障
全
般
の
削

減
の
動
き
の
中
で
、
患
者
負
担
復

活
の
動
き
も
あ
っ
て
、
制
度
を
守

る
取
り
組
み
が
過
去
の
話
で
な
く

て
、
今
日
な
お
実
際
の
取
り
組
み

と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
、
患
者

会
の
担
う
活
動
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
パ
ン
フ
や
説
明
書
で

知
っ
て
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、

自
ら
担
当
さ
れ
て
い
る
役
員
の
方

か
ら
実
際
に
聴
く
機
会
は
貴
重
で

す
。
ず
っ
し
り
響
く
講
演
で
し
た
。

第
２
講
の
杉
田
医
師
の
Ｖ
Ａ
学

習
は
透
析
全
体
の
基
本
的
な
流
れ

を
見
渡
し
、
シ
ャ
ン
ト
の
保
全
や

感
染
防
止
の
重
要
性
を
今
さ
ら
な

が
ら
理
解
で
き
ま
し
た
。

長
期
透
析
者
の
表
彰
で
、
長
泉

氏
の
体
験
談
に
感
動
し
ま
し
た
。

『
病
気
は
あ
っ
て
も
病
人
に
は
な

ら
な
い
よ
』
と
い
う
決
意
は
重
い
。

透
析
手
段
の
変
更
や
自
転
車
に
よ

る
通
院
な
ど
心
打
た
れ
る
体
験
で

し
た
。
淡
々
と
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、「
東
腎
協
の
役
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
や
っ
た
よ
」
と
い
う

言
葉
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

私
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
希
望

会
の
役
員
に
な
り
、
患
者
会
活
動

の
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
３
院
合
同
学
習
会
を
飛
躍
台

と
し
て
、
東
腎
協
活
動
の
一
端
に

関
わ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
駐
禁
除
外
指
定
車
」
証
の

期
限
更
新
を
忘
れ
る
と
反
則

切
符
を
切
ら
れ
ま
す
！

透
析
中
に
路
上
駐
車
し
て
、
反

則
切
符
を
切
ら
れ
た
と
い
う
話
を

よ
く
聞
き
ま
す
。「
駐
車
禁
止
除

外
指
定
車
」
の
交
付
を
受
け
て
い

て
も
、
継
続
更
新
せ
ず
に
期
限
切

れ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
反
則
切
符

を
切
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
駐
禁
除
外
指
定
車
で
も
制

限
な
く
駐
車
で
き
ま
せ
ん
！

主
な
駐
停
車
禁
止
場
所

・�

駐
停
車
禁
止
の
標
識
や
表
示
の

あ
る
場
所

・
坂
の
頂
上
や
勾
配
の
急
な
坂

・�

交
差
点
、
曲
が
り
角
、
横
断
歩

道
、
自
転
車
横
断
帯
等
の
前
後

５
ｍ
以
内
の
場
所

・�

踏
切
、
安
全
地
帯
、
バ
ス
、
路

面
電
車
の
停
留
所
等
か
ら
１０
ｍ

以
内
の
場
所

主
な
法
廷
駐
車
禁
止
場
所

・�

駐
車
場
や
車
庫
な
ど
の
出
入
り

口
か
ら
３
ｍ
以
内
の
場
所

・�

消
防
用
機
械
器
具
、
消
火
栓
、

防
火
水
槽
等
か
ら
５
ｍ
以
内
の

場
所

・�

駐
車
し
た
場
合
、
車
の
右
側
の

車
道
上
に
３
・
５
ｍ
以
上
の
余

地
が
な
い
場
所

＊�

公
安
委
員
会
の
標
識
等
に
よ
り
、

駐
車
禁
止
の
規
制
が
あ
る
道
路

の
部
分
で
も
法
定
駐
車
禁
止
場

所
と
な
る
場
所
に
は
駐
車
で
き

ま
せ
ん
。

健生会合同学習会
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５ 月１１日（土）
東腎協三役会
５月１２日（日）
多摩ブロック学習会「多摩地域の災
害対策」
５月１２日（日）
政策行政委員会２０２５年度東京都予算
要請（案）検討
５月２６日（日）
東腎協第１９６回理事会
６月 ２日（日）
東腎協第１９回総会（東京都障害者福
祉会館 ２階教室）
６月 ８日（土）
東腎協三役会
６月 ９日（日）
全腎協臨時理事会
６月２３日（日）
東腎協第１９７回理事会
６月２９日（土）～３０日（日）
全腎協定時社員総会
７月２８日（日）
東腎協第１９８回理事会
９月２２日（日）
東腎協第１９９回理事会

今後の活動予定

友
会
、
清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会
、

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会
、

深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
森

山
友
の
会
、
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
腎
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ

ッ
ク
患
者
会
、
阿
佐
谷
す
ず
き
腎

友
会
、
高
松
医
院
患
者
会
、
中
野

共
立
病
院
腎
友
会
絆
の
会
、
桃
井

診
療
所
腎
友
会
、
優
人
ク
リ
ニ
ッ

ク
患
者
会
、
優
人
大
泉
学
園
ク
リ

ニ
ッ
ク
患
者
会
、
め
じ
ろ
台
西
澤

ク
リ
ニ
ッ
ク
め
じ
ろ
会
、
日
野
腎

友
会
（
日
野
・
豊
田
・
高
幡
・
百

草
）、
保
谷
腎
友
会
、
平
山
腎
友
会
、

立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
昭
島

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
す

な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず

横
山
忠
男
、
石
山
久
美
子
、
末
木

秀
治
、
内
田
利
男
、
保
倉
清
太
郎
、

向
井
美
穂
、
佐
々
木
富
美
、
龍
野

裕
通
、
菊
地
洋
子
、
千
葉
常
佳
、

原
田
直
人
、
松
橋
綾
子
、
岸
本
敦
、

渡
辺
克
己
、
土
屋
哲
夫
、
田
中
美

紀
子
、
新
谷
民
子
、
荒
井
千
佳
、

大
塚
弘
子
、
須
藤
幸
子
、
福
島
昌

昭
、
湯
田
悦
子
、
青
木
厚
子
、
高

橋
雍
子
、
渡
辺
陽
介
、
伊
藤
勝
之
、

佐
々
木
実
樹
、
杉
崎
健
三
郎
、
遠

藤
一
男
、
嶋
﨑
晴
美
、
阿
久
津
秀

雄
、
渡
邊
稔
之
、
金
子
敬
一
、
秋

葉
悦
子
、他
匿
名
希
望
（
敬
称
略
）

全
腎
協
署
名
３
，
７
２
８
筆
、
Ｊ

Ｐ
Ａ
署
名
３
，
５
４
６
筆
、
募
金

４
７
４
，
１
８
０
円

た
く
さ
ん
の
ご
署
名
、
ご
寄
付
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
号
の
お
詫
び

○
冬
号
「
長
期
透
析
（
透
析
歴
３０

年
以
上
）
会
員
の
お
名
前
」
で
以

下
の
患
者
会
会
員
様
の
お
名
前
が

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
載
漏
れ
）
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ

ク
友
の
会
船
堀　

圷　

悦
生　

様

今
年
も「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」の

無
償
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日

本
郵
便
㈱
が
身
体
障
害
者
及
び
知

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）
東
京
第
一

支
店
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。青

い
鳥
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

《
患
者
会
》

桃
井
診
療
所
患
者
会
、
日
野
腎
友

会
、
長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
（
敬

称
略
）

国
会
請
願
署
名
・
募
金
御
礼

《
患
者
会
》

大
島
腎
友
会
、
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ

ク
友
の
会
、
松
和
患
者
会
（
新
宿

南
口
・
西
新
宿
）、
腎
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会
、
聖

橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
虎
の
門

会
、
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

新
小
岩
、
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
船
堀
、
新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ

ク
腎
友
会
、
清
湘
会
記
念
病
院
腎

み
、
永
山
腎
友
会
、

村
上
医
院
ひ
ま
わ
り

会
、
き
よ
せ
旭
が
丘

記
念
病
院
腎
友
会
、

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

会
、
吉
祥
寺
あ
さ
ひ

腎
友
会
（
順
不
同
）

《
個
人
会
員
》

金
子
智
、
桝
永
照
也
、

市
原
銀
、
永
田
淑
子
、

事
務
局
か
ら



17 No.245／2024年 5 月

編
集
後
記

○
２
０
２
４
年
度
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
組
織
状
況
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
す
な
が
わ

相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず
み
の
よ

う
に
、
３
年
前
に
は
会
長
の
急
逝

で
解
散
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
が
、

新
役
員
さ
ん
の
粘
り
強
い
再
建
準

備
と
病
院
施
設
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
見
事
に
再
建
、
現
在
は
約
５０

名
の
会
員
。
４
年
ぶ
り
に
新
年
会

も
盛
大
に
行
わ
れ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
施
設
患
者
会
に
根
差
し
た
活

動
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

東
腎
協
は
将
来
的
な
安
定
財
政

の
一
環
と
し
て
６
月
に
事
務
局
を

移
転
し
ま
す
。
今
度
の
場
所
は
Ｊ

Ｒ
巣
鴨
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
７
階
。

今
ま
で
よ
り
手
狭
に
な
り
ま
す
が

家
賃
も
約
半
減
。
同
じ
７
階
に
は

全
腎
協
事
務
局
も
移
転
し
ま
す
。

両
事
務
局
長
を
兼
務
す
る
私
と
し

て
は
、
気
が
抜
け
な
い
日
々
に
な

り
そ
う
で
す�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

○
脳
卒
中
で
倒
れ
て
右
半
身
麻
痺

な
り
事
務
局
に
復
帰
し
て
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
右
足
に
装
具
を
つ

け
、
杖
を
持
っ
て
通
っ
て
い
た
の

が
、
今
で
は
装
具
・
杖
無
し
で
、

混
ん
だ
電
車
に
も
乗
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
で
時
間

を
か
け
れ
ば
普
通
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

買
い
物
も
支
払
い
時
に
小
銭
を
探

す
の
に
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、

お
札
で
支
払
う
か
カ
ー
ド
で
の
支

払
い
に
し
ま
し
た
。
右
手
で
荷
物

は
極
端
に
言
え
ば
箸
ぐ
ら
い
の
重

さ
位
が
や
っ
と
だ
っ
た
の
が
５
０

０
ｍ
ｌ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
４
本

位
の
重
さ
を
持
っ
て
帰
れ
る
様
に

な
っ
た
。
料
理
は
主
人
が
殆
ど
し

て
い
ま
す
が
、
出
来
な
い
物
、
時

間
が
か
か
っ
て
も
い
い
と
き
は
私

の
出
番
！
当
初
は
卵
も
溶
け
な
か

っ
た
が
今
で
は
何
で
も
（
？
）
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
不
自
由
な
事
、
出
来
な

い
事
が
有
り
ま
す
が
挑
戦
し
て
行
き

ま
す
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
時

短
を
目
指
し
ま
す
。�

（
三
好
）

○
６
月
２
日
の
第
１９
回
東
腎
協
総

会
が
終
わ
り
次
第
、
東
腎
協
事
務

局
は
巣
鴨
に
事
務
所
を
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
事

務
所
は
、
狭
い
た
め
、
持
っ
て
い

く
荷
物
を
厳
選
す
る
作
業
に
は
苦

労
し
そ
う
だ
な
ぁ
と
想
像
し
な
が

ら
た
め
息
を
つ
く
今
日
こ
の
頃
で

す
。Som

eone help m
e
‼

�

（
松
山
）

的
障
害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民

の
理
解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
無
償
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
東
腎
協
で
は
、
会

員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥
郵
便
は

が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う

ご
協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
期
間

２
０
２
４
年
４
月
１
日
（
月
）
か

ら
同
年
５
月
３１
日
（
金
）
ま
で

◎
配
布
日

同
年
４
月
２２
日
（
月
）
以
降

◎
申
し
込
み
方
法

最
寄
り
の
郵
便
局
で
障
害
者
手
帳

を
提
示
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
方
地

震
」義
援
金
の
報
告

○
「
能
登
地
震
義
援
金
」　

（
総

額
２
２
３
，
０
０
０
円
・
富
山
２

０
，
０
０
０
円
、
新
潟
２
０
，
０

０
０
円
、
石
川
１
８
３
，
０
０
０

円
）

○
内
訳
（
患
者
会
８
件
、
個
人
８

件
、
事
務
局
）
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

表
紙
の
言
葉

「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

「
都
民
の
集
い
は
」
は
１
９
８

７
年
か
ら
東
京
都
と
共
催
で
開
催

さ
れ
て
、
今
年
で
３５
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

の
早
期
発
見
、
予
防
啓
発
は
東
腎

協
の
活
動
の
柱
で
す
。
今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
５
年
ぶ
り
の

本
格
的
な
対
面
式
で
約
１
８
０
名

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
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